
ている、もっと軽くて高速な OS は

ないのか、といった要求があって、

お問い合わせをいただくこともあり

ます。

澤田　イーソルは受託が基本の会社

ですので、今は自動車の制御系の

パッケージに力を入れています。そ

のままで動くものではないので、い

ろいろとカスタマイズを受託しまし

て。それが、これからテイクオフを

迎えるところです。ニッチ向けのハ

ンディやプリンタは、製品市場の息

が長いので、今でも細く長く続けて

います。2009年のリーマン・ショッ

クで落ち込んだ業績が、去年ようや

く2008年並になりました。

坂村　リーマン・ショックではどこ

の会社も大きなダメージを受けたと

思うのですが、そこから再び立ち上

がるために、どういう方法を取ろう

と思いましたか？

郡山　分相応、と言っては変なんで

すけど、自分たちにできるモノづく

りを地道にやっていくしかない、と

いう感じです。かつてはITRONベー

スの携帯電話のプラットホームを手

が け て い た の で す が、Google が

Androidを開発してきて、物理量の

競争になってしまいますと規模的に

かないません。そこで、より高性能

で付加価値の高い、他の人が作れな

いものに軸足を戻しました。売り込

みをしなくても、お客さんのほうか

らこちらに来ていただけるような良

い物を作る。ナンバーワンではなく

オンリーワンのものを作るように

なって、業績が順調に伸びるように

なりました。

坂村　他人と違うことをする、自分

たちにしかできないオンリーワンの

技術を開発するのは、まさにイノ

ベーションですね。

ユビキタス社会の実現は組込み
から

坂村　T-Engine フォーラムでは今

IoT（Internet of Things）や M2M

（Machine-to-Machine）に力を入れ

ていて、uID アーキテクチャの ITU

標準化などを進めていますが、皆さ

まの会社の今はどうですか？

郡山　開発の軸足をM2Mに移し始

めています。サービスプロバイダさ

んとお話をすることが多いのです

が、体重計や血圧計といった機械の

情報をネットワークに上げて、その

上でサービスを展開する、といった

要望に、当社のインテリジェントな

チップとソフトウェアのセットを提

供させていただいています。

松為　ユビキタス的な商品として

は、最近「つぶやくセンサー」の販

売を始めました。温度や湿度を測っ

て Twitter につぶやく機器なんです

が、他のセンサーをつなぐとさらに

応用範囲が広がるので、センサー屋

さんなどからも、いっしょにやろう

というお話をいただいています。

坂 村　 イ ー ソ ル さ ん は、 今 で も

TRONは主力ですよね？

澤田　もちろん主軸です。なかなか

「この市場は TRON で制覇した」と

いう形にできずに申し訳ないな、と

思うんですけど（笑）。ただ、以前

に比べてT-Kernelが高機能化したこ

とで、売りやすくなった面もあるの

ですが、1社ではメンテナンスやサ

ポートが大変になってきています。

日本の技術力は衰えているのか

坂村　さて、海外と比べ、日本の力

はやはり相対的に下がっているので

しょうか？

郡山　開発部隊は韓国、台湾、中国

などにもありますが、技術について

は根っこの部分は日本で開発してい

ます。ニーズに合わせて上手にハー

ド、ソフトを作り込むのは、まだま

だ日本での設計開発には競争力があ

ると思っています。コストについて

は、新興国にはどうやっても太刀打

ちできないので、いかによそで作れ

ないものを作るか、が重要になって

坂村　TRONプロジェクトにおいて組

込み産業のビジネスを国際的に活発

にするために、2002 年に T-Engine

フォーラムを設立してから今年で

10 年になります。今日は組込みを

中心にTRONを積極的にサポートし

ている 3 社に集まっていただいて、

オープンプラットフォームを中心と

した組込みの世界の未来がどうなっ

ていくかをお話ししたいと思いま

す。まずは今、世界的に続いている

不況の中で、どのような技術を武器

に戦っておられるのか、お聞きした

いと思います。

アプリックスから、ホールディン

グ化でガイアホールディングスにな

られた郡山さん、いかがですか。

不況の中での模索

郡山　ガイアグループでは、3,000

円くらいの家電をネットワークにつ

なげられるようにする、100円くら

いのチップの開発を進めています。

これの特徴は、μITRONが載ったイ

ンテリジェントなチップが電気回路

をモニタリングして、その信号を

ネットに上げて、クラウド側で再構

築して情報を取るので、対象の機器

はネットワークに対応していなくて

もよいことです。すでに採用を決め

ていただいている所もあって、年内

には製品を案内できると思います。

ソフトを単体で売るのは難しくなっ

てきているので、ハードウェアにバ

ンドルする形で売るビジネスモデル

を作ろうとしています。

松為　現在パーソナルメディアで

は、T-Kernelと他OSとの協調に力を

入れています。たとえば、Windows

とT-Kernelを1つのマシン上で動か

すハイパーバイザーというソリュー

ションを、ドイツのソフトウェア

メーカーといっしょに提供していま

す。FA 関係では、機械の制御には

リアルタイム OS が必要だけどユー

ザインタフェースにはGUIの開発に

慣れた Windows を使いたいといっ

た要求があります。昔から DOS で

制御していた機械が壊れてリプレー

スしたいのだが、Windows ではリ

アルタイム制御ができないので困っ
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きます。

澤田　台湾、韓国、ドイツ、中国に

技術サポートを行ったり、インドの

ソフト会社といっしょに仕事する機

会がよくあるのですが、こう言って

はなんですが、安心して任せられる

海外の会社がなかなか見つからな

い。できてきたものが、ちょっと動

かすとすぐにバグが出るなんてこと

が起こります。最近自動車では品質

要求が厳しいので、なかなか任せき

れないですね。

松 為　ITRON や T-Kernel は、 コ ン

パクトで完成度の高いリアルタイム

OSです。これは、30年近い歴史の

中で何度も作り直し、組込み向けの

ノウハウを凝縮しつつ中身をブラッ

シュアップした成果というわけで、

短期間にここまで開発できるもので

はありません。OS のような、より

コアな部分での技術貢献について

は、まだまだ日本の優位性が高いと

思っています。

坂村　お話をうかがっていると技術

開発のほうはまだ大丈夫のようです

が、中国・韓国に押されて、日本製

品は影が薄くなってきています。

郡山　日本は内需が大きくなったの

で、わざわざ外に出ていかなくても、

国内だけで儲かってしまう。苦労し

て海外に出ていって安いものを売る

より、国内に高いものを売ったほう

が儲かるじゃないですか。でもそれ

が日本の産業を弱くしたのではない

かと思います。

澤田　豊かになって、ハングリー

さが失われて、頭でっかちになっ

てしまったのだと思います。日本

は頭だけでやっていける国ではな

くて、モノづくりをしなければい

けないのに、それが不得手になっ

てしまった。

郡山　どんなにコストを削減して

も、新興国の人件費の安さにはかな

いません。ですから、よそでは十年

かかってもできないものが、うちな

らばできる、という価値を認めても

らわなければいけません。本当はソ

フトはすごく価値があるものなんだ

よ、と。

未来に向けて、フォーラムに 
期待すること

坂村　非常に興味深いお話をいただ

きました。最後に未来の話をしたい

と思うんですけど、これからやりた

いことや、フォーラムへの要望など

ありましたら。

澤田　T-Engine、T-Kernelというプ

ラットフォームは非常に重要で、日

本の高い技術力を蓄積していると思

います。一方で、先ほど話しました

が、高機能になり1社では扱いきれ

なくなってきてます。画像や音声と

いった分野に特化した技術を持った

会社にフォーラムに入っていただい

て、うまく結びつけて協業させてい

ただけるとうれしいです。

松為　未来のためには、子供たちが

「ウチのお父さん組込みやってんだ

よ」と自慢できる社会に、少しでも

近づければいいと思っています。そ

のためにも、TRONやT-Kernelの存

在感を今まで以上に高めていきたい

です。パーソナルメディアとしては、

もう一度社名の趣旨をよく考え、人

それぞれの生活や個性を伸ばすため

に役立つようなコンピュータ、組込

み機器、ビジネスなどを、TRONを

使って創っていきたいですね。

郡山　先生が昔おっしゃっていた

「どこでもコンピュータ」の世界が

実現しそうな今、インテリジェント

なものから非インテリジェントな

ものまで、全部がつながってお互い

に協調動作したときに何が起こる

のかというビジョンを、ぜひもう一

度世の中に示していただきたいと

思っています。そして、それを実現

するお手伝いができればうれしい

な、と。

坂村　30 年前から HFDS や MTRON

と言っていた概念に、IoT や M2M

という形で漸く時代が追いついて

きました。2014 年の 30 周年まで

には概念レベルでもう一度再構築

して、そしてまた新たに戦おうと

思っています。これからもよろしく

お願いします。

松為 彰 氏（まつい・あきら）

パーソナルメディア株式会社
代表取締役社長
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